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交付対象事業
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「お茶の京都」京都やましろ茶いくる
ライン事業

茶いくるラインとして道路上の舗装や、手土産用の商品開発
等を行った

自転車で和束町を訪れる観光客が増加する中で、安心・安全
に自転車観光を楽しんでいただくための環境整備を行った。
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団体名：和束町

プロジェクト名 和束町「お茶の京都」推進プロジェクト 実施期間 平成29年度 「お茶の京都」推進 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　地域創生の実現のためには、地域の魅力を最大限に引き出し、交流人口の拡大・産業の振興を図ることが必要である。特に、「お茶の京都」に関して
は以下の課題があり、これらの克服を図る。
　文化や産業の衰退にもつながる、消費の減少や生産者の高齢化が進んでいる。地域全体としての発信力に欠け、相乗的な経済効果を生んでいない。ま
た、宿泊施設が少なく日帰り観光が可能で、魅力的なコンテンツや回遊システムが十分に整備されていないため、一人当たりの観光消費額が低い。

プロジェクトの目的及び概要

　豊かな自然や長い歴史に磨かれた地域の資源や特性を活かし、市町村と府が連携して総合的かつ計画的に特色ある地域づくりを進める。
　産業・観光を振興することを目的とする。

総事業費（千円） 20,872 本年度事業費（千円） 20,872 交付金額（千円） 6,691

プロジェクトを構成する事業の平成２９年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

「お茶の京都」一坪茶室事業
和束町の茶畑モチーフにした一坪茶室の製作・展示を行っ
た。

宇治橋商店街でのイベント自体への来場者が多い中で、ラジ
オでも紹介されるなど茶源郷和束のＰＲにつながった。

「お茶の京都」観光案内所情報発信推進事業 和束町観光案内所の管理・運営を委託
和束町や近隣市町村の情報も含めた広域観光マップを作成す
るなど、和束町観光の拠点として大きな役割を果たした。

「お茶の京都」茶畑ハウス事業 茶畑を望みながら和束茶を愉しむ茶畑ハウスを製作した
200人を超える観光客が訪れるなど、茶源郷和束のＰＲにつ
ながったとともに、和束茶のおいしさを知ってもらう機会と

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値 観光入込客数　H28　94,463人　→　H29　120,000人
成果指標の実績値

（29年12月31日時点）
152,984人

成果指標の達成状況
・茶畑ハウスや茶いくるラインなどお茶の京都イベントの実施により、多くの観光客が来場したため
・地域住民自身の取り組みやパンフレット・啓発物品等の充実、イベント等でのブース出展など各種PRが効果を上げている
と考えられる。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値 観光消費額　H28　1.5億円　→　H29　1.8億円
成果指標の実績値

（29年12月31日時点）
7.8億円

成果指標の達成状況 「お茶の京都」関連イベントによる消費が増大したことに加え、町内施設の消費額が全体的に増加傾向となったため。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

ターゲットイヤーとなった平成29年度、お茶の京都博全体で146万人が来場するなど大きな誘客があったと考えられる。その中でも、一坪茶室や茶畑ハウスなど和束
町独自の魅力を発信する機会が多かったため、和束町をめがけて訪れる観光客が多かったと考えられる。
また、案内所によるマップの作成や茶いくるラインの整備等、和束町を訪れた人へのおもてなし環境向上も観光誘客につながったと考えられる。
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（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

　を記載すること ※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果
茶源郷まつりも、お茶の京都博の市町村イベントとして位置づけ、宣伝量が増加したことにより過去最高の11,000人の来場
者数を記録するなど観光入込客数と観光消費額の増加に貢献した

府と市町村等との連携に資する成果
お茶の京都ターゲットイヤーとして、京都府及び和束町を含めた山城12市町村が連携し、様々なイベントを実施した。次年
度以降もイベント等で連携を続けていくことが期待される

住民の自治意識を高める成果

その他の成果

リーディング・モデル成果

広域的波及成果
お茶の京都イベントに足を運んだ観光客が、地元の飲食店を訪れるなどイベントの集客が呼び水となり町内での消費が拡大
された

行財政改革に資する成果


